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Historical Landscape of “the Road of Kanashima
 in Shibukawa, Gumma”:
 An Essay Employing the KANSEI-affective Philosophy 
Developed in Ryotaro Shiba’s Travel Writings
Kaido wo Yuku
KUWAJIMA Hideki
Graduate School of Integrated Arts and Sciences, Hiroshima University
Abstract: In this paper, we originally examine to 
write another version of Ryotaro Shiba’s historical 
travel essays: Kaido wo Yuku, whose topics he 
did not deal with well. Our topics is specifically 
focused on Kanashima region in Shibukawa city, 
Gumma, Japan, which is located at the interface, 
or boundary between plains and mountains in 
the Kanto district. This region contains volcanos, 
as well as remains of ancient iron factories and 
horse pastures. We aim to illustrate the Kanashima 
region via a multi-layered historical landscape, 
employing the interdisciplinary Shiba’s KANSEI-
affective philosophy. Our portrayal is characterized 
by his keen insight, which penetrated the deepest 
historical layer at the local sites. Thus, the present 
work is supported not by a rigidly philological 
approach, but by a hands-on and imaginative 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5 『ガイド 街道をゆく 近畿編』所収の1983年7月の
エッセイ。この引用箇所の直前には、人間の本質
を見究めるには「書斎での思索だけではどうにも
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ならない」「山川草木のなかに分け入って、ともか
くも立って見ねばならない」との前置きがある。
司馬遼太郎『司馬遼太郎が考えたこと 12　エッセ
イ1983.6~1985.1』新潮文庫、2005年、一〇二～一
〇三頁。
6 NHK戦後史証言プロジェクト番組「日本人は何を
めざしてきたのか」シリーズ第4回、『二十二歳の
自分への手紙～司馬遼太郎～』（2014年7月26日放
映、90分）、「NHK戦争証言アーカイブス」に映像
収録。
7 「私の関東地図」（1979年12月初出）、『司馬遼太郎
が考えたこと10―エッセイ1979.4～ 1981.6』新潮
文庫、2005年、一一五～一三二頁、所収。なお、
本稿では、司馬執筆テキストの直接引用箇所は、
使用したテキストに基づき、振り仮名あるいは傍
点のある場合には、それを当該文字すぐ後の丸括
弧内に付記した。また、テキストの参照頁数は、
すべて漢数字で表記した。 
8 『街道をゆく』にも数種の東北紀行はある。赤坂憲
雄『司馬遼太郎 東北をゆく』人文書院、2015年、
を参照。なお、民俗学者・赤坂は、炯眼にも、司
馬の東国観における狩猟的世界（＝縄文期以来の
古層文化）の欠落を指摘する。
9 「『宮本学』と私（『宮本常一―同時代の証言』）」（1981
年5月初出）の冒頭部分での記述。『司馬遼太郎が
考えたこと10―エッセイ1979.4～ 1981.6』新潮文
庫、2005年、四〇九～四一三頁、所収。なお、このエッ
セイの最後で、司馬は次のように語る。「人の世に
は、まず住民がいた。つまり生産を中心とした人
間の暮らしが最初にあって、さまざまな形態の国
家はあとからきた。忍び足で、あるいは軍鼓とと
もにやってきた。国家の興亡があったが、住民の
暮らしのしん（傍点）は変らなかった。そのしん
（傍点）こそ『日本』というものであったろう。そ
のレベルの『日本』だけが、世界中のどの一角に
いるひとびとも、じかに心を結びうるものであっ
た。／そのしん（傍点）が半ばほろび、あたらし
いしん（傍点）がまだ芽ばえぬままに、日本社会
という人間の棲（す）む箱は、こんにち混乱をつ
づけている。しん（傍点）は半ば亡（ほろ）んだが、
しかし宮本学は私どもに遺（のこ）された。それ
だけでも望外な幸運として、私どもはよろこばね
ばならない。」（同書、四一三頁）、と。ちなみに、『あ
るくみるきく』（日本観光文化研究所）は、1967年（～
88年）に宮本が創刊した雑誌。なお、筆者による
宮本にかんする短稿は、桑島秀樹「〈美学〉と交差
する手法」（「宮本常一『忘れられた日本人』発表
50年」特集・寄稿記事）、『中国新聞』（朝刊）、第
24面（解説・総合面）、2009年9月6日。
10 ジンメルの風景分析については、桑島秀樹「G・ジ
ンメルの山岳美学にみる新たな崇高論の可能性―
造形芸術との比較から―」、広島芸術学会編『芸術
研究』第16号、2003年、二九―四三頁（抄版は、同『崇
高の美学』講談社選書メチエ、2008年、第3章）。
11 ここで説く「渋川」・「金島」の地勢描写の初出は、
桑島秀樹「美学者、野を歩く」（全8回）、『中国新聞』
朝刊、文化面「緑地帯」コーナー、2010年9月8日
～ 17日、で綴った連載エッセイのうちにある（特に、
第4回の9月11日、第17面）。この連載では「風景を
読む」原点と実践例について簡便に書いた。
12 金島各集落のうち、「天明の浅間噴火」の泥流被害
は、「川島」が最も甚大だった。近藤義雄、大島史
郎『北群馬 渋川史帖』みやま文庫154、1999年、「6 
渋川市川島天明三年浅間山泥押し」・「川島村の再
建」（四一～八二頁）、を参照。なお、泥流の襲っ
た地域は、以下の文献掲載の地図がわかりやす
い。関俊明『浅間山大噴火の爪痕・天明三年浅間
災害遺跡』（シリーズ「遺跡を学ぶ」075）、新泉社、
2010年、二〇～二一頁（図11）。
13 たとえば、平成の大合併後の新渋川市の広報誌、
しぶかわ環境フォーラム編『しぶかわ―新渋川市
の魅力―』2007年3月、四頁、を参照。
14 渋川の郷土史家・大島史郎氏は、群馬県下でも珍
しく、「馬市」が渋川で開催されることを、古代以
来の馬匹生産の文化伝統の継承と捉える（2019年7
月26日の筆者によるインタビューに基づく）。大島
氏によれば、上野国唯一の馬市は、室町初期（応
永年間）以来の開催という。前掲の『北群馬 渋川
史帖』、「8 渋川の馬市」・「9 渋川馬市の立地と六斎
市」（八三～一三四頁）、を参照。
15 浜野浩「佐渡の歴史に現れた被差別民」、沖浦和光
編『佐渡の風土と被差別民―歴史・芸能・信仰・
金銀山を辿る―』現代書館、2007年、一六四～二
四〇頁。
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16 2019年7月26日の大島史郎氏へのインタビューに基
づく。大島氏は、たしかに地元罪人の一時的な牢
獄に使われたことはあっただろう、と付言してい
る。ちなみに、渋川市史誌編さん委員編（近藤義
雄ほか監修）、ムロタニ・ツネ象画『まんが 渋川
の歴史』渋川市、1994年、一〇八～一〇九頁、には、
史料に基づき、佐渡送りの「流人」の様子――唐
丸駕籠に入れられた姿――を描いたマンガ挿絵が
載っている。
17 筆者の祖・渋川金井の「桑（桒）島」一族につい
ては、『群馬県姓氏家系大辞典』角川書店、1994
年、四四七頁、を参照（「堀口佳男家文書」に、元
禄以前の1680年代前半の天和年間における「金井」
在住可能性の示唆もある）。なお、前掲の『まんが 
渋川の歴史』、同箇所（一〇八頁）には、1846（弘
化3）年の越後大名（村松藩）・堀氏一行の金井宿
宿泊記録に基づき、本陣（34人投宿）ならびに幾
つかの旅籠名とその宿泊者数一覧が載る。そして、
ここに「数右衛門」（9名宿泊予定で実際には5名宿
泊）の名があり、大島氏によれば、旅籠屋「蔦屋」
伝承のある桑島家の先祖記録とも一致するという。
江戸後期の桑島一族は、三国街道筋で医業や寺子
屋師匠業のみならず、旅籠屋業にも携わっていた
ようだ。ただし、大島氏によれば、直後の嘉永6
（1852）年の「金井の大火」で被害を被った可能性
が高い、とも。
18 金蔵寺北側の檀家墓地入口には、基礎部に「源義
秀聖霊」「康永2（1343）年」と刻まれた宝篋印塔
が存在することから、祐道上人開山以前の古層も
想像される。なお、「義秀」とは、当時の赤城・
宮田付近まで勢力を誇った里見義秀と推定されて
いる（かつてこの刻字を徳川一族の祖「新田義貞
の四男・義季（世良田義季）」と解する説があり、
1680年代に江戸幕府も調査している。しかし、そ
の後の幕府の対応から鑑みてこの説は信憑性が低
いようだ）。里見家といえば、『南総里見八犬伝』
のモデルで、清和源氏・新田氏流の戦国武将の一族。
当時、群馬各所に勢力圏をもっていた。
19 従来、開祖は「平安期の慈覚大師・円仁」とされ
てきたが、ここでは、大島氏による最新の「眞光寺」
研究にしたがい、南北朝期の叡海法師の開山とし
た。大島史郎『続 ふるさと渋川史帖―眞光寺の歴
史と文化財を中心に』2019年4月（私家版）、を参照。
20 地元郷土史家たちの手になる地名由来集成、渋川
地名研究会・渋川市教育委員会編『渋川市の地名』、
2001年、五三～五四、五七頁、を参照。下金井の
鎌倉街道沿い「天王平」付近には鎌倉期の薬師堂
や南北朝期の宝篋印塔などがあったようだ。いず
れも1620～ 40年代の寛永年間に、上位段丘面に建
立された金蔵寺地内に移設されたという。
21 2019年春に、金井東裏遺跡をめぐる最新の総合的
調査報告（特に古墳期に焦点）として、『金井東裏
遺跡《古墳時代編》（第652集・「（国）353号金井バ
イパス（上信自動車道）道路改築事情（国道・連
携）」に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書）』群馬県
渋川土木事務所・公益財団法人群馬県埋蔵文化財
調査事業団、2019年、が出版された。これは、「本
文編1」・「本文編2」・「写真図版編」・「観察表編」・「理
学分析・考察編」の4冊子と関連地図からなる圧巻
なもので、今後の学術的検討の基礎資料となろう。
簡易普及本として、同埋蔵文化財調査事業団編『古
墳人、現る―金井東裏遺跡の奇跡―』上毛新聞社、
2019年、も同時刊行されている。
22 前掲の『古墳人、現る』、一四二頁、を参照。同書
には、「和尚沢」の水源を見守る場所に「金井古墳」
が存在することにも言及がある。「和尚坂」「和尚沢」
とその端山麓一帯は父方実家に面するため、筆者
にも一家言ある。1）和尚沢の水は清く、上越新幹
線地下トンネル掘削まではひじょうに豊富だった。
周辺には沢水を引く池をもつ家もある。2）和尚坂
は里山に通う古い生活道で、父方叔父によれば、
沢沿いには「鉄滓」が認められる場所もある。3）
1950年代後半頃、父方実家敷地内（県道西側の現
在の発掘区画よりやや北）で、自家用地下式サイ
ロ設置の際、「炉」「甕」などが軽石層（Hr-FP）の
下から多数出土した（当時、渋川市立金島中学校
に寄贈）。ちなみに、登沢川支流・十二沢「二本樋」
の北西台地「棒頭（ぼうがしら）／古名・ぼう平」
周辺にも鉄滓が残る場所がある（前述の『渋川市
の地名』、六四頁）。このような次第で、今後さら
なる「金井」周辺の製鉄・鍛冶関連遺構の学術調
査が期待されよう。
23 「夕日」は、製鉄炉から流れる溶鉄を「湯」と呼ぶ
ため、「夕日＝湯火」と解することができる。夕日
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観音は、金井の「発京（ほっきょう）／「北境」の意？」
にある。いっぽう、「朝日（旭）観音」は、金井の「鳥
頭平（とっとうだいら）」にあるが、もともと吾妻
川原の「歯黒（はぐろ）」――砂鉄採取地と比定さ
れる――にあった「歯黒（羽黒）稲荷」を、洪水
後にこの地に移設したらしい（天明2年には再建）。
「鳥頭」地名は、ここが榛名の扇状台地の丘陵部が
東方に延びた先端部（＝突頭）から、という。以
上、『渋川市の地名』、五八～五九頁、を参照。なお、
同書（「大字『金井』のいわれ」、五三頁）による
と、「金井」地名そのものの由来は以下のようにな
る。当初の金井集落は下位段丘面の「下金井」だっ
た。「金井」地名は群馬県下に多数あり、そのほと
んどが製鉄の「金鋳」に由来するようだ。したがっ
て当地（渋川市金井）も同じだろう、と。当地の
史録初見は、永禄10（1567）年5月で「渋川ノ中金
井郷ニ於……」。「金井宿」の町割は、江戸初期の
元和8（1622）年から。
24 筆者は、2018年8月19日、金島ふれあいセンターを
会場に渋川市教育意委員会文化財保護課主催によ
る、金井遺跡群活用事業シンポジウム「古墳人か
らなにが見えるか」（コーディネーター：群馬県立
歴史博物館館長・右島和夫氏）とそれに先立つ見
学会に参加した。その際訪れた、群馬県埋蔵文化
財調査センター発掘情報館での創立40周年記念展
示「金井東裏遺跡展」において、この4体のオリジ
ナル人骨も視察できた（見学解説は、埋蔵文化財
調査事業団専門調査役・大木紳一郎氏）。なお、遺
跡発掘とこのシンポジウムに関係した専門家たち
（右島和夫、原雅信、杉山秀宏、舟橋京子など）の
研究成果は、『月刊 考古学ジャーナル 6月号―特集：
火山灰に埋もれた古墳時代』第712号、ニューサイ
エンス社、2018年、にも収載されている。
25 前掲の金井東裏遺跡報告書（2019年春）が「古墳
時代」に特化されているのは、この遺跡の下層に、
さらに古い縄文時代前期（約5700年前）～弥生時
代中期・後期の遺構の存在が確認されているから
である（前掲の『古墳人、現る』、三二～三三頁）。
「首飾りの古墳人」女性は――本文で後述するよう
に――「歯」の科学分析から在地人ではないよう
だが、「金井」の古層には、より古い人文の歴史が
眠っているのは確かであろう。
26 金島を含む渋川周辺（吾妻川と利根川の合流点周
辺）の「馬匹生産」あるいは「牧」をめぐる研究
は、飯田浩光「渋川市域における古墳時代馬匹関
連遺跡の様相」、『群馬県立歴史博物館紀要』第39号、
2018年、六九～七四頁、を参照。
27 前掲の『ふるさと渋川史帖』、二七六～三一五頁、
を参照。大島氏はここで、2001年に渋川市教育委
員会内で生じた「阿久津・地名由来碑」の碑文草
案問題に触れつつ、『渋川市誌（古代編）』での「利
刈牧」軽視（＝「有馬牧」への包括）に修正を加
えている。氏は、自己の長年のフィールドワーク
調査を勘案しつつ、『和名類聚抄』で「利刈郷」が
「有馬郷」（渋川市有馬付近）と「白衣」（旧子持村・
現渋川市白井付近）の中間に記されることに注目
し、「利刈牧」は「その間となる渋川市北牧・南牧
から吾妻川が利根川に合流する落合付近までの吾
妻川右岸の地と島々が該当する」（同書、二七七頁）
という。ここでは、中世の「鎌倉街道」（下金井に
痕跡）が「利刈郷」比定地（大島説）を貫通する
ことにも触れられ、古代～中世～近世という歴史
的連続性の示唆がある。なお、吾妻川最下流の「阿
久津」は、流路変化の激しい沼沢地だったことか
ら「アクツ（悪津）」とされたとの説がある。ここ
は金井郷と渋川郷（そして対岸・白井郷）との境
界に当たる。阿久津と白井の境界には、「利刈牧」
最南端と目される中洲「真木（＝牧）島」も存在。
左岸の断崖上に室町期・長尾氏の白井城跡がある。
28 行政区分の「金島（村）」名の起源は、1889（明治
22）年4月、明治期の町村制施行にともなう「西群
馬郡金島村」の成立による。「金島」は、金井・阿
久津・南牧・川島・祖母島の合併で、金井の「金」
と川島・祖母島の「島」を使った近代の合成村名。
29 「金井製鉄遺跡」は9世紀末の遺構だから、5～ 6世
紀に遡る「金井東裏遺跡」・「金井下新田遺跡」の
古墳人たちの製鉄文化（＝鍛冶技術の移入）と馬
匹文化（＝牧の経営）の文化伝承の連続性／不連
続性といった問題が残る。直接的な技術伝承を説
くのは難しいが、榛名火山の鉄分の多い地質と関
東平野の末端部という地勢が、この金井の地に、
古来、製鉄と馬生産の両者を、地域特性のある技
術として伝えてきたことは確かであろう。なお、
金井製鉄遺跡は、段丘傾斜面を利用した「半地下
69《群馬・渋川金島のみち―火山・河岸段丘・製鉄の風土》の歴史風景論
式竪型炉」であるが、それは関東・東北南部で8世
紀初めに普及しはじめた形式の炉だった。半地下
式竪型炉については、角田徳幸『たたら製鉄の歴史』
吉川弘文館、2019年、二一頁。また、「金井下新田
遺跡」で、多くの馬の痕跡（子馬も含む）ととも
に、大型の「囲い状遺構」のなかでの「鍛冶遺構」
の発見があった。これは、5～ 7世紀には鍛冶工房
が首長居館に附属していた（さらに、そこが畿内
産の高級鉄製品の中継地だった）とする説と一致
する。渡来系の「金井王」は、中央（畿内）から
権力象徴たる高級武具を賜り、地元では日常使い
の農工具など作っていたのではないか。以上の説
を含め、この時期の関東（主に荒川下流域）の製
鉄文化をあつかった文献に、佐々木稔編著（赤沼
英男、神崎勝、五十川伸夫、古瀬清秀）『鉄と銅の
生産の歴史―古代から近世初頭にいたる』雄山閣、
2002年（特に、佐々木稔・赤岩英男執筆の「Ⅱ―3 
律令体制下での鍛冶活動の特徴」、五一～六八頁）、
がある。弥生～古墳時代の鉄器文化（鍛冶・製鉄）
については、野島永（広島大学教授・考古学）に
よる各種論考がある。特に本稿との関連では、野
島永『初期国家形成の鉄器文化』雄山閣、2009年、
ならびに、同「（生産と流通V）製鉄と鍛冶」、土生
田純之、亀田修一編『古墳時代研究の現状と課題』
下巻（社会・政治構造及び生産流通研究）、同成社、
2012年、八九～一〇六頁、を参照。
30 前掲の『古墳人、現る』、一七六頁（座談会での右
島氏の発言）、を参照。こうした「盟主的リーダー」
（上毛野の大王）の下に、渡来系の「金井王」のよ
うな小地域のリーダーを束ねる「受け皿」的なネッ
トワークがあった、とも。「保渡田古墳群」は100メー
トル級の3基の前方後円墳からなる（近隣に、内部
に鍛冶遺構の残る古墳時代後期の豪族居館跡「三
ツ寺Ⅰ遺跡」が存在する）。
付記
本稿成立の最終段階の2019年7月に、郷土史家・
大島史郎氏（元渋川市誌編さん委員・専門委員歴
史部会長、元渋川郷土史研究会会長）への直接取
材が可能となった。これにより草稿段階での瑕疵
を減じ、新たな学術的知見を盛り込むことができ
た。大島氏には深く感謝したい。なお、氏へのイ
ンタビューを含む現地巡検は、現在進行中の2019
年6月採択共同研究プロジェクト資金（2019年度
総合科学推進プロジェクト採択課題「〈みち〉と〈ま
ち〉の風景をめぐる感性哲学―土地固有の地勢と
その物語化の諸相―」：代表・桑島秀樹）の援助
による。プロジェクト・メンバー各位（総科：柳
瀬善治、渡邊誠、並木敦子、教育：熊原康博の各
氏）ならびに広島大学大学院総合科学研究科の関
係各位には、この場を借りて感謝申しあげたい（※
よって、本稿は上記共同研究の成果報告の一部で
ある）。その他、折に触れ、直接取材・電話取材
に快く応じ、本稿執筆に協力いただいた渋川・金
島地区の皆様ならびに他の各地の皆様にも、ここ
に改めて謝意を表しておく。
※なお、本稿・渋川金島紀行（2019年8月入稿）
の抄版も収載の、司馬『街道をゆく』シリーズ群
――アイルランド・オランダ・アメリカなど欧米
篇、ならびに、滋賀・韓国・広島など東アジア篇
――をあつかった、筆者による以下の一般書も出
版計画中である。桑島秀樹『司馬遼太郎 旅する
感性』世界思想社、2020年3月の刊行予定。
